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レ
し

「ヨ 費 区

主な内容

1面 司祭団との懇談会
2面 外国人セミナー

信徒協2012年度取組
3面 English Cotumn

4面 『Q&A』 寺浜神父

5面 鵜野神父追悼集

建国記念の日を考える

四旬節回心式日程表

6面 ニュースあれこれ

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

７

福
音
宣
教
と
そ
の
実
践
を
語
り
合
う

【追
立
会
長
の
挨
拶
】

恒
例
と
な
り
ま
し
た
司
祭
団
と
の
懇
談
会
で
す
。

今
回
は
、

昨
年
の
教
区
信
徒
協
研
修
会
テ
ー
マ

「福
音
宣
教
理
解
と
実

践
」
を
北
九
州
地
区
で
も
具
体
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
の

思
い
か
ら
二
人
の
方
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
を
受

け
て
忌
憚
な
く
ご
意
見
を
述
べ
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
懇
談
会
で
は

「福
音
宣

教
理
解
と
実
践
」
を
深
め
よ
う
と
、

二
人
の
方
に
具
体
的
な
取
り
組
み

を
も
と
に
発
題
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

ま
ず
、

門
司
教
会
信
徒
会
長

の
桑
野
貴
巳
子
さ
ん
は
、

こ
れ
ま

で
出
来
な
か
っ
た
年
末
街
頭
募
金

活
動
が
２０
数
年
ぶ
り
に
信
徒
有
志

の
力
で
取
り
組
め
た
経
験
を
話
し

ま
し
た
。

信
徒
協
活
動
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、

他
の
教
会
で
毎

年
行
な
っ
て
い
る
街
頭
募
金
活
動

が
、

門
司
教
会
で
も
取
り
組
め
な

い
か
と
教
会
委
員
会
に
提
案
し
た

経
緯
を
述
べ
ま
し
た
。
２
年
越
し

の
努
力
が
実
り
、

信
徒
有
志
と
し

御
受
難
修
道
会

宗
像
修
道
院
院
長

来
住
英
俊
神
父

●

●

犠

鶴

醸

８

８

０

０

●

●

て
街
頭
で
の
活
動
が
実
現
出
来
た

こ
と
を
喜
び
と
共
に
話
さ
れ
ま
し

た
。

次
に
御
受
難
修
道
会
宗
像
修

道
院
院
長
の
来
住
英
俊
神
父
は
、

「ご
近
所
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
企
画

例
を
も
と
に
話
さ
れ
、

あ
る
程
度

親
し
く
な
っ
た
人
に
キ
リ
ス
ト
を

知
ら
せ
る
具
体
例
を
紹
介
し
ま
し

た
。

修
道
会
と
し
て
の
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
は
、

新
鮮
な
感
じ
を

与
え
た
よ
う
で
す
。

二
番
目
は
、

移
住
労
働
者
と
共

に
生
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
九
州

の
岩
本
光
弘
さ
ん
が
発
題
し
ま
し

た
。

岩
本
さ
ん
は
、

外
国
人
問
題

に
関
わ
っ
た
２０
年
間
の
経
験
か
ら

支
援
す
る
人
々
や
地
域
の
人
達
の

協
力
な
ど
が
広
が
っ
た
こ
と
、

ま

た
中
学
校
の
教
師
か
ら

「
こ
の
子

達
の
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
」
と
の
問
い
の
中
に

キ
リ
ス
ト
の
心
を
感
じ
た
と
話
し

ま
し
た
。

二
人
の
発
題
を
受
け
た
後
、

門

司
教
会
の
街
頭
募
金
取
り
組
み
に

つ
い
て
補
足
説
明
を
鈴
木
費
さ
ん

が
熱
く
語
り
ま
し
た
。

何
故
こ
れ

ま
で
出
来
な
か
っ
た
の
か
、

そ
の

理
由
を
述
べ
た
後
、

今
回
取
り
組

信
徒
有
志
と
し
て
衝
頭

募
金
に
取
り
組
ん
だ
門

司
教
会
の
鈴
木
貫
さ
ん

ん
だ
こ
と
で
新
た
に
見
え
て
き
た

も
の
と
し
て
①
お
金
を
集
め
る
こ

と
だ
け
な
ら
教
会
内
で
も
で
き
る

が
、

教
会
が
何
を
し
て
い
る
か
を

知
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
。

②
子
ど
も
達
の
参
加
を
教
会

学
校
の

一
環
と
し
て
体
験
す
る
こ

と
は
、

信
仰
育
成
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

③
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
協
力

が
得
ら
れ
、

つ
な
が
り
が
広
が
っ

た
こ
と
、

の
三
点
を
挙
げ
ま
し
た

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、

街
頭
募
金

活
動
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
の
問

題
点
や
外
国
人
研
修
生
に
対
す
る

接
し
方
の
質
問
な
ど
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
し
た
司
祭
か
ら
は
、

「ミ
ツ
シ
ョ
ン
の
訳
が
目
旦
教
』
と

な
っ
て
い
る
が
『遣
わ
さ
れ
て
い
る
』

意
味
で
す
。

」
と
の
発
言
や
幼
稚

園
保
護
者
と
の
交
流
を
通
し
て
自

分
に
で
き
る
こ
と
が
福
音
宣
教
で

は
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

こ
の

よ
う
な
懇
談
会
で
し
た
が
、

司
祭

団
と
信
徒
の
話
し
合
い
が
７
年
前

か
ら
続
い
て
い
る
こ
と
は
、

北
九

州
地
区
全
体
に
と
っ
て
の
宝
物
と

言
え
る
で
し
よ
う
。

鶴

鶴

鶴

醸

鶴

鶴

鶴

鶴

像

年末愛の募金
総 計

1,551,819円
各地|こ送金

致しました。
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日
本
力
ト
リ
ツ
ク
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

長
崎
歓
会
管
匡
セ
ミ
十
１
開
か
れ
る

長
崎
、

大
分
、

福
岡
の
各
教
区
か

ら
約
２
０
０
人
、

北
九
州
地
区
か
ら

は
、

司
祭
１
人
、

修
道
者
１
人
、

そ

し
て
青
年
１
人
を
含
む
外
国
籍

，
日

本
人
信
徒
約
２３
人
が
参
加
し
ま
し
た

午
前
は
、

佐
藤
信
行
様

（在
日
韓

国
人
問
題
研
究
所
所
長
）
に
よ
る
今

年
７
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
改
定
入
管

法
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
２０
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、

お
話
を
聞
い
て
の
感
想
な
ど

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

午
後
は
、

分
か
ち
合
い
で
出
さ
れ

た
質
問
に
答
え
る
時
間
が
持
た
れ
、

そ
の
他
日
々
の
生
活
に
つ
な
が
る
具

体
的
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た

子
供
た
ち
全
員
に
よ
る
手
話
や
、

ハ

ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、

和

テーマ

●
日
時

…
２
月
１１
日
（土
）

●
場
所

‥
熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園

（熊
本
市
健
軍
）

信
仰
と
社
会
的
責
任
を
も
っ
て
ｓ

調
和
の
中
に
生
き
る

や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
か
ら
、
「多
様
性
を

生
き
、

外
国
籍
の
方
と
共
に
歩
む
教

会
で
あ
り
た
い
。

」
「外
国
籍
の
方
と

共
に
生
き
、

生
か
し
あ
う
教
会
の
大

切
さ
、

必
要
性
≡
日
本
で
暮
ら
す
外

国
籍
の
方
が
お
か
れ
て
い
る
苦
し

い
立
場
に
驚
い
た
。

知
ら
な
か
っ
た
。

無

関

心

で

い

た

く

な

い
。

ｉ

３
／

！

１１

震

災

は

予

期

せ

ず

！

や
っ
て
き
た
。　
・

な

す

術

が

！
！

な
か
っ
た
。　

一恥

今
回
の
入

管
法
改
訂
に
関
し
て
は
、

そ
の
実
施

ま
で
の
期
間
、

で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「日
本
人
（外
国
籍
）と

一
緒

に

一
日
共
に
過
ご
し
、

と
て
も
楽
し

か
っ
た
。」
マ
ミ
ザ
が
と
て
も
よ
か
つ

た
。

」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

2012年度活動案が承認される
信徒協では、第ニバチカン公会議の信徒使徒職に関する教令にもとづいて、

毎年活動を続けています。 2月 26日 (日)、2012年度の活動案が提案され、

以下のように承認されました。北九州地区全信徒と北九州地区司祭団が、共

に助け合って、信徒の使徒職活動を推進 していきます。これからも皆様の

ご協力をよろしくお願い申し上げます。 (会長/追 立泰治)

［役
員
体
制
］

△
云
　
長
／
追
立
泰
治

副
会
長
／
北
川
卓
也

・
桑
野
貴
巳
子

・

瀬
下
幸
弘

・

（直
方
田
川
よ
り
１

名
）

△
〓
　
計
／
徳
永
　
哲

会
計
監
査
／

（飯
塚
教
会
）

書
記
／
（副
会
長
よ
り
選
出
）

他
役
員
…
若
松
、

天
神
町
、

湯
川
、

水

巻
、新

田
原
、

黒
崎
よ
り
１
名

顧
問
／
濱
　
鶴
松

［部
会
担
当
］

・聖
書
部
会
／
徳
永
哲

・典
礼
部
会
／
谷
日
初
男

・青
年
部
会
／
北
川
卓
也

，社
会
福
音
部
会
／
瀬
下
幸
弘

・広
報
部
会
／
岩
本
光
弘

・信
仰
育
成
部
会
／
桑
野
貴
巳
子

［年
間
の
取
組
］

①
平
和
の
集
い
…
８
月
１２
日
（日
）

実
行
委
員
会
立
上
担
当

…
社
会
福
音

部
会

②
親
睦
レ
ク
…
９
月
１７
日
（月
）

実
行
委
員
会
立
上
担
当

‥
青
年
部
会

③

一
日
研
修
会
…
９
月
２２
日
（土
）

※
（年
末
街
頭
募
金
…
各
小
教
区
で
）

④
司
祭
団
と
の
懇
談
…
１
月
１３
日
（日
）

［代
表
者
会
議
］
…
…
年
４
□
予
定

１
回
…
前
年
度
活
動
報
告
、

及
び

決
算
・監
査
報
告

２
回
…
平
和
の
集
い
。親
睦
レ
ク

報
告

３
回
…
街
頭
募
金
報
告
　
司
祭
団

と
の
懇
談
と
親
睦
会

４
回
…
次
年
度
活
動
と
予
算
審
議

※
会
議
毎
、

規
約
案
も
討
議

［教
区
信
徒
協
関
係
〕

出
席
者
／
濱
　
鶴
松
、　

追
立
泰
治
、

北
川
卓
也
、　

瀬
下
幸
弘
、　

岩
本

光
弘

2012年度活動予算  単 位:円

収入の部 支出の部
前年度繰越金

8Q000

協
金

徒信
担

区教
分 891000

青年部会 9Q000

年 会  費

899000

親睦レク 70000

平和の集い 13Q000

教区信徒協
補 助  金

3Q000

信仰育成部会 20.000

広報部会 180,000

社会福音部会 10000

典礼部会 2Q000

聖書部会 1801000

研修会 2Q000

役員交通費 87,000

事務通信費 85,000

合 計

1,000,000

予 備  費 19,000

合 計 1,00Q000
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The date,the lmplementation of the revised
``Alien Registration Act"of Japan,is decided口

ネThe date of the new iaw takes effect

ln the fomer lettcr,I infoHned the revision of the Alien

Registration 2へct.The implementation of the la、 v is de―

cided to come into erect onJuly 9tll.

Under the ne、v system you、vill be issued、、■th foreign―

er's “residence cards.''  Preceding the enforcelnent of

the law,local govemmentt start the job Of contima、

tion of your residence,according to the drec工 on frOm

the Ministt of JustiCe.They send out temporary resi‐

dence card tt yollr registered address from NL〕「沖 .

They lnall card to the reported ad位 岱s on yollr certin―

cate.If you do not live in the registered address,the

temporary card ret― s to the office.

Now everyone,is yollr ctlrrent and registered address

on the certificate identicalP Once the mail ret―s to the

O f f i c e , t h a t  m e a n s  y o u  d o  n o t  l i v e  t h e r e . Y o l l r  f o r e i g n―

er's residence card w11l not be issued.If your address

i s  d i f f e r e n t  f r o m  t h e  r e g i s t e r e d  o n e , y o u  l n u s t  h _ t o

r e p o r t  t h e  c h a n g e  a t  l e a s t  b y J l l n e .

辛 What you have to do after the enforcement

of the law

After the enfOrcement of the la、 v: whenever you

抗 a n g e  y o l l r  a d d r e s s , y o u  h a v e  t o  n o d f y  t h e  l o c a l  g o v―

erlllnent o亡fices and sublnit repott of moving out and

mow■ng in within fouteen days.If you fall to sublnit a

notification of moving within the designated perlod,

there is penaltyi a ine of■ot exceeding 200,000 yen.If

you fail to notify for■lore than 90 days,yollr status of

residence詢■1l be r(平oked.

Those 、vho cannot receive the temporary residence

card on and after May″ h are treated as failing noti丘‐

c a t i o n  o f  m o v i n g  a d t t s e s  a f t e r  J u l y  9 t h . T h e r e f o r e

90days afterJuly 9th,Whitt is October 7th,his/her sta―

tus of residence will be cancelled.

* What comes aRer the Certificate of Alien

Registration?

A ne、v `residence card'is issued by the immigraton

office、vhen the terln of your certificate of alien regis‐

tration is due. Until then yollr certificate is valid.

覇hen you get `residence card',you have to bring it

to the local office and get yollr address illed out with―

in fourteen days.If you fall this procedure within four―

teen days,there is penalty the salne as changlng ad―

dresses.

Those who owll pemanent w■sas have to swltch them

to`residence cards'within three years●y July 8血
2019.Their certificates of Alien Registration are val‐

id until renewal,
*What you need to rnake sure

l.Is yollr present address the salne with the regls‐

tered oneP

2.Let yollr friends know about this ttght away before

it is too late.

3.Make copies of this letter and dettver them

*Reference Kyushu Solidattty Network Mト

grant VVorkers
NIitsuhtto lwalnoto Phone 090-8838-8595

改結1爪1田1管理勢の1距毎■|が理墓誦需
*法 律施行の日程
前号でみなさんにお知らせしました、改定入国管理法の施

行についての日程が12月 に決まりました。施行日は7月 9日
です。
今回の法律では外国人住民票ができます。そのため法律が

施行される前に、自治体はそれぞれの役所で外国人住民票を
作るため、法務省から知らされた資料によって全ての外国人
のみなさんの所在を確認する作業を行います。そのため自治
体は5月 7日 から持っている資料によって外国人のみなさん
に 「仮住民票Jを送付します。

この住所は、外国人登録証に記載された住所です。自治体
に登録した住所に住んでいない人の 「仮住民票」は自治体に戻っ
てしまいます。

みなさん、あなたは現在住んでいる住所と、持っている外
国人登録証の住所は一致していますか。 「仮住民票」が自治
体に戻ってしまった人は、その住所に居ないわけですから、
外国人住民票に登録されません。そのことは何を示すかと言
うと、その人は日本にいないということになるのです。自分
の現住所が外国人登録証と違っている人は、急いで自治体に行っ
て住所変更の手続きを最低 6月 までにして下さい。
*法 律施行後にしないといけないこと
新しい法律が施行された後に転居をする人は、14日以内に

役所に行って転出届を提出し、新しい役所に転入届を出さな
いといけません。これに違反すると20万 円以下の罰金が科せ
られます。届出が90日以上遅れたときは在留許可の取り消し
となります。

5月 7日から送付される 「仮住民票」を住所が違っていて受
け取ることができなかった人は、7月9日以降は住所変更の屈
出をしていないことになります。
そのため7月9日から90日以上経過すると在留許可取り消し

の対象者となります。それは10月7日以降が、90日以上届出
なしとなるのです。
*外 国人登録証がなくなった後はどうなるのでしょうか。
新しく 「在留カー ド」が入国管理局から支給されます。支

給されるのは在留許可の期限が来たとき、新しい在留許可を
もらうときに支給されます。そのときまで、現在持っている
外国人登録証は有効です。 「在留カー ド」を受け取った人は
14日以内にそのカー ドを持って自治体へ行って住所を記入し
てもらわなければなりません。14日以内に手続きをしないと
きは住所変更の時と同じようにペナルティーがあります。
永住ビずを持っている人は、法律の施行後 3年 以内 (2015

年7月8日)に 「在留カー ド」の切り替えに行かなければなり
ません。この人たちも同様に切り替えまで外国人登録証は有
効です。
*今 、みなさんがしないといけないこと

1、 現住所と外国人登録証の住所は一致していますか。
もう一度確認して下さい。

2、 急いで友だちに知らせて下さい。施行された後では遅
いのです。

3、 友だちに、この文書をコピーして配つて下さい。
*問 合せ先 Kyushu Soudority Ndwork Migrant Workers

MEtsuhiro lwamoto  阻 090-8838-8595
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召
命
と
は
特
別
な
使
命
を
う
け
て
、

（直
方
、

国
川
教
会

・
寺
浜
神
父
）

担当司祭が牧山勝美神父様となりました。

とき/2012年 9月22日(土)

ね
て
し
ま
い

「あ
の
日
は
ど
う
で

し
た
か
？
」

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
地
震
の

揺
れ
の
後
、

「海
の
水
が
遠
く
ま

で
引
い
て
い
き
、

こ
れ
は
津
波
が

来
る
と
わ
か
り
ま
し
た
、

急
い
で

皆
で
裏
山
に
登
り
避
難
し
ま
し
た
。

津
波
で
す
べ
て
破
壊
さ
れ
て
い
く

様
子
は
ま
る
で
Ｃ
Ｇ
を
見
て
い
る

よ
う
で
し
た
」

想
像
を
絶
す
る
大
き
な
津
波
が

来
て
町
を
飲
み
込
み
、

す
べ
て
を

壊
滅
さ
せ
た
。

何
度
も

「
こ
れ
は

夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
自
分
に
言

い
聞
か
せ
、

日
の
前
の
光
景
が
現

実
と
は
思
え
ず
、

シ
ョ
ツ
ク
で
何

ヶ
月
も
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

夏
に
も
う

一
度
今
ま
で
の
生
活

と
会
社
を
再
起
し
た
い
と
考
え
ら

れ
、

骨
組
み
だ
け
が
残

っ
た
倉
庫

か
ら
漁
を
再
開
す
る
準
備
を
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

「家
、

会
社
、

船
や
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
何
も
か
も
流
さ
れ
て
か
ら
の
再

出
発
で
す
」
と
社
長
さ
ん
は
笑
顔

で
話
を
し
て
く
だ
さ
る
。

大
き
な

被
害
に
道
わ
れ
た
社
長
さ
ん
の
心

境
は
私
た
ち
に
は
と
て
も
想
像
が

つ
き
ま
せ
ん
。

「よ
く
再
起
さ
れ
よ
う
と

…
」
，

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「皆
さ
ん
の

お
陰
で
す
、

日
本
人
は
本
当
に
素

晴
ら
し
い
、

と
て
も
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

こ
う
し
て
皆
さ
ん
が
私

た
ち
を
助
け
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
し
て
く
だ
さ
る
。

同
じ
日
本
人
の
こ
の
気
持
ち
に
助

け
ら
れ
、

支
え
ら
れ
、

も
う

一
度

会
社
を
始
め
よ
う
と
決
意
し
ま
し

た
」終

始
笑
顔
で
接
し
く
れ
る
社
長

さ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
最
後
に

私

た

ち

に

声

を

掛

け

て

く

だ

り

ま

鶴

襲

鍛

畿

畿

韻

韻

襲

轟

韻

韻

曇

し
た

「何
も
か
も
マ
イ
ナ
ス
か
ら

麟

の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、

も
う

一
度

韓

や
っ
て
み
ま
す
。
日
本
人
の
助
け

韓

合
う
気
持
ち
は
私
た
ち
に
ち
や
ん

鞭

と
届
い
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り

鞭

が
た
い
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
そ
れ

韓

ぞ
れ
の
場
所
に
戻
ら
れ
た
時
に
、　

鞭

こ
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

皆
さ
ん

鞭

の
周
り
の
方
々
に
ぜ
ひ
伝
え
て
ほ

鞭

し
い
」
と
目
に
涙
を
た
め
ら
れ
、　

鞭

一
人
ひ
と
り
に
握
手
を
し
な
が
ら

韓

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。　

鞭

苦
し
み
の
中
に
あ
る
人
々
を
助
け

申

た
い
と
自
然
に
あ
ふ
れ
る
気
持
ち
。鞭

今
回
は
日
程
の
都
合
で
ボ
ラ
ン
テ

鞭

ィ
ア
が

一
日
し
か
出
来
ず
、

申
し

申

訳
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が

「た

韓

っ
た

一
日
の
数
時
間
の
ボ
ラ
ン
テ

輛

ィ
ア
に
何
十
時
間
も
か
け
て
来
て

鞭

く

だ

さ

る

。

こ

こ

に

来

て

、

帰

る

鱗

鰻

麗

録

鐘

麓

饉

塵

時
間
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
よ
。

」

笑
顔
の
社
長
さ
ん
の
言
葉
で
し
た
。

直
接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
行
け

な
く
て
も
、

苦
し
ん
で
い
る
方
々

の
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
る
。

カ
ト

リ
ッ
ク
、

キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
い

何
か
今
の
生
活
以
上
の
活
動
を
す

る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

何
か
人
々
の
記
憶
に
残
る
大
き

な
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
の
だ
け
で

は
な
く
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
を

捧
げ
る
、

誰
に
も
気
づ
か
れ
る
こ

区研修会

「今
の
厳
し
い
時
代
の
な

か
で
の
信
徒
の
召
命
③
」

「日
本
人
が
本
当
に
好
き
に
な
り

ま
し
た
」
、

東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
漁
業
会
社
社
長
さ
ん
の

言
葉
で
す
。

１１
月
に
宮
城
県
で
、

今
回
は
壊

滅
し
た
漁
港
の
町
で
漁
に
使
う
網

の
手
直
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て

網
に
触
り
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
作

業
し
て
い
く
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
親
切
に
手
順
を
教
え
て
く
だ

さ
る
。

社
長
さ
ん
は
笑
顔
で

「家
は
こ

の
辺
だ

っ
た
か
な
？
」
と
私
た
ち

が
作
業
し
て
い
る
場
所
を
指
さ
し

な
が
ら
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
リ
が
敷
い
て
あ
り
、

駐
車
場

か
と
思
っ
て
い
た
場
所
は
津
波
が

来
る
前
は
社
長
さ
ん
の
家
が
建
っ

て
い
た
場
所
で
し
た
。

「あ
の
日
ま
で
は
サ
ケ
の
養
殖
も

し
て
い
ま
し
た
」
地
震
当
日
も
か

な
り
の
額
の
出
荷
を
用
意
し
て
お

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

つ
い
ま
た
尋

鋪需釜圏廻鋪鍵

緩福岡地区/平 和を祈る集いを8月 に開催。平和句間中。

畳      典 礼部は聖書を学ぶ集いを定期に開催。

簿熊本地区/サ マーキャンプを信徒協で主催。          曇
塵      生 涯学習の取り組みとして講演会を企画。      寵

曇佐賀地区/佐 賀地区としての「教会の明日に向かって」研修会開催。霞

魯      100名 の参加。信徒自らの力で作り上げたものとなった。毬
緩CLC/第 5回信徒の使徒的養成コースを2月 10日に開催。      轟

愚修女連/毎 月11日を 「祈りのリレー」として続けていく。      醤

鶴 ク ルシリオ/5月 4～ 6日 に黙想の家で開催。申込みメ切は3月20日。昌

2012年度

※詳細は新年度になってお知らせします。



20124千 2月 28日[5]第 30号

日本キリス ト教会 名 古屋牧師

浄土真宗光明寺 泉 住職

日本ルーテル教会 小 勝牧師

カ トリック教会信徒

細江教会前を行くパレー ド→
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「建
国
記
念
の
日
」
に
キ
リ
ス

「私
に
と
っ
て
建
国
記
念
の
日
と

は
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

下
関
細

江
カ
ト
リ
ツ
ク
教
会
で
２
月
１１
日

（土
）
集
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。
２

月
１１
日
は
、

敗
戦
ま
で
は
「紀
元
節
」

と
い
う
祝
日
で
し
た
。

し
か
し
新

し
い
憲
法
の
精
神
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
し
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
１

９
６
７
年
に

「建
国
記
念
の
日
」

と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

下
関
市

で
は
、

こ
の
日
に
建
国
記
念
の
日

卜

者

と
市

民
が

集

い
ま

し

た

祝
賀
パ
レ
ー
ド
が
実
行
委
員
会
主

催
で
行
な
わ
れ
、

市
が
補
助
金
を

出
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
駐
車
場

か
ら
細
江
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
近

く
ま
で
行
進
し
、

そ
の
後
大
会
が

開
か
れ
る
の
で
す
。

当
日
は
、

軍

艦
マ
ー
チ
の
曲
な
ど
を
奏
で
な
が

ら
、

手
に
手
に
日
の
丸
を
持
っ
た

消
防
団
、

実
践
倫
理
宏
正
会
、

年

長
者
グ
ル
ー
プ
、

最
後
列
に
幸
福

実
現
党
が
行
進
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、

信
教
の

自
由
が
な
か
っ
た
戦
前
、

戦
中
に

国
と
特
定
宗
教
が
結
び

つ
い
た
こ

と
を
思
い
起
さ
せ
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
下
関
市
の
公
費
支
出
に
異

義
を
唱
え
る
宗
教
者
と
市
民
が
毎

年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
考
え

る
場
を
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。

北
九
州
市
か
ら
参
加
し
た
信
徒

は
、

信
教
の
自
由
に
よ
っ
て
迫
害

を
受
け
た
教
会
に
は
、

ど
う
し
て

も
信
仰
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
ゆ
ず

れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
し
て
、

司

教
団
の

「信
教
の
自
由
と
政
教
分

離
は
切
り
離
す
こ
と
が
出
来
な
い

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

政
教
分
離
を
原
則
堅
持

す
る
こ
と
が
信
教
の
自

由
を
保
障
す
る
の
で
す
ど

「国
の
政
策
が
神
の
意

思
に
そ
わ
な
い
場
合
は

神
に
従
う
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま

し
た
。

日
頃
あ
ま
り
考
え
な

い
信
教
の
自
由
の
問
題

で
す
が
、

こ
れ
は
自
分

自
身
の
心
の
問
題
で
は

な
く
、

国
な
ど
の
外
的

圧
力
に
よ

っ
て
信
じ
て

い
な
い
も
の
ま
で
強
要
、

強
制
さ
れ
る
危
険
性
が

字
ん
で
い
ま
す
。

北
九

州
地
区
で
も

「建
国
記

念
の
日
」
を
信
仰
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
学
ぶ
時

が
必
要
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（玲
子
）

若松教会

縮野神父追悼集の発行

鵜野神父様の追悼集を発行します。

若松教会では、機関紙 「おとずれ」を年11回出し

ています。その 「おとずれ」の一環として、これま

でに1996年には西田神父様、2001年にはデシャンプ

神父様の追悼集を発行してきました。

そして今回、若松教会で司牧され、昨年 6月 に亡

くなられた鵜野神父様への感謝の気持を込めて追悼

集を編集し、2月 に発行する運びとなりました。神

父様への感謝の徴ともなれば幸いに思います。
2012年1月  お とずれ担当

4人 のパネラー

日 付 教会名 時  間

3月 17日(土) 日 川 14:00

3月 18日(日) 飯 塚 (黙想会の中で)

3月21日(水) 戸 畑 10:30,19:30

3月 22日(本) 若 松 19:30

3月 24・25日 P目  雇∃ (黙想会の中で)

3月 27日(火) 新日原 10:30,19:00

日 付 教会名 時  間

3月 6日 (火) 一丁
タ
イ
ー 橋 11:00,19:30

3月 7日 (水) 津由一里
19:30

3月 11日(日) 水 巻
■

― 1:30

3月 13日(火) J  ヽ倉 11:00,19:30

3周 14日(水) 湯 '||10:30,19:30

3月 16日(金) 直 万 14:00,19:30
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言狩撃if ”
浦
上
四
番
崩
れ
“
や
”

靖
国
神
社
の
成
立
“
等

昨
年
、

小
倉
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
信
教
の
自
由
と
政
教
分

離
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
、

そ
の
講
演
録
を
ま
と
め
た
冊

子
が
出
来
ま
し
た
（前
号
に
紹
介
）
。

そ
の
冊
子
を
紹
介
す
る

と
同
時
に
、

何
改
今
ふ
た
た
び
、

信
教
の
自
由
と
政
教
分
離

が
問
題
な
の
か
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

１
月
２２
日
に
豊
津
教
会
と
行
橋
教
会
で
、

２９
日
に
は
他
の

教
会
で
も
ミ
サ
後
に
学
び
の
と
き
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

浦
上
四
番
崩
れ
の
概
要
、

な
ら
び
に
そ
の
時
代
に
徳
川

幕
府
と
薩
長
主
力
の
官
軍
が
戦
い
、

官
軍
の
死
者
を
葬

っ
た

こ
と
（招
魂
社
）
か
ら
靖
国
神
社
の
始
ま
り
が
あ
る
こ
と
、

そ

し
て
新
政
権
（明
治
政
府
）
も
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
踏
襲
し
た

こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

「
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
き
た
か
っ
た
」

「本
だ
け
だ
と
な
か
な
か
読
ま
な
い
こ
と
が
あ
る
。

」
「靖
国

神
社
の
こ
と
が
少
し
整
理
で
き
た
」
と
の
感
想
を
戴
き
ま
し

た
。

ま
た
あ
る
教
会
で
は
、

神
社
参
拝
な
ど
に
つ
い
て

「信

仰
と
礼
儀
は
別
で
あ
る
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

多
様

な
考
え
を
教
会
は
含
ん
で
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と

丁
寧
な
説
明
と
分
か
ち
合
い
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

瀬
下

習

抑

豊津教会と行橋教会 他で学びのとき

餞笏

豊津教会

行橋教会

◆
聖
書
部
会
、

年
間
講
座
を

発
表

・
４
月
１５
日
（日
）

・４
時
～
時
３０
分

・
６
月
１７
日
（日
）

・４
時
～
時
３０
分

・
９
月
３０
日
（日
）

・４
時
～
時
３０
分

・
１１
月
１８
日
（日
）

・４
時
～
時
３０
分

無
料
で
す
。

◆
小
倉
教
会
は
、

被
災
地
支

援
を
継
続
中

小
倉
教
会
で
は
、

被
災
地
支

援
の
た
め
に
、

今
も
毎
月

一
回

ミ
ニ
バ
ザ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
聖
堂
で
の
義
掲
献
金
や
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
集
ま

っ
た
金
額
を
支
援

先
に
送
り
続
け
て
い
ま
す
。

そ

の
総
額
は
１
月
２９
日
現
在

で

Ｐ
∞
ｏ
御
やベ
ト
ゃ
円
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
の
ミ
ニ
バ
ザ
ー
は
２６
日

に
お
こ
な
い
ま
す
。

内
容
は
惣

菜
の
販
売
で
す
。

な
お
３
月
１．
日
（日
）は
、

大
震

災

一
周
年
に
当
た
り
ま
す
が
、

こ
の
日
小
倉
教
会
で
は
三
つ
の

支
援
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、

ぜ
ひ
お
こ
し
下
さ
い
。

１
つ
目
は
、

ミ
ニ
バ
ザ
ー
で
、

黙
想
会
後
に
カ
レ
ー
な
ど
食
品

の
販
売
を
し
ま
す
。

２
つ
目
は
、

「被
災
地
支
援
の

集
い
」
で
、

午
後
２
時
半
か
ら
、

お
話
や
オ
ル
ガ

ン
演
奏
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

知
ら
せ
よ
う
と
考
え
出
さ
れ
た
も

の
で
、

表
紙
は

「手
の
ひ
ら
に
憲

法
を
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

ま
さ

に
片
手
に
す
っ
ぱ
り
入
る
サ
イ
ズ

で
す
。

中
身
の
メ
モ
下
部
分
に
各

ペ
ー
ジ
ご
と
憲
法
の
大
切
な
条
項
、

仏
教
系
の
平
和
宣
言
、

旧
約
聖
書
、

り
、

質
問
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
２９
号
の
記
事

が
各
地
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

外
国
人
の
人
た
ち
に
見
せ
て
下
さ

い
。

＊
震
災
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
は

各
教
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
で
出
来
る
範
囲
で
と
言

っ
て
も
、

取
り
組
む
人
が
い
な
い

と
活
動
は
出
来
ま
せ
ん
。

小
倉
教

会
の
取
り
組
み
と
、

寺
浜
神
父
の

話
は
、

私
た
ち
が
考
え
る
ヒ
ン
ト

に
な
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。（岩

本
）

３
つ
目
は
、

有
料
の
東
日
本
大

一
新
約
聖
書
、

ヨ
ハ
ネ

・
パ
ウ
ロ
二

災
害
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー

一
世
の
広
島
ア
ピ
ー
ル
な
ど
が
印
刷

卜
で
、

午
後
５
時
４５
分
開
演
で
す
。　

一
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
船
２
百
円
で
、

◆
平
和
メ
モ
が
で
き
ま
し
た
　
一
こ
の
２
ヶ
月
に
一
千
冊
以
上
の
注

「キ
リ
ス
ト
者

・
九
条
の
会
」
北

一
文
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、

上
品

九
州
で
は
、

と
て
も
ュ
ニ
ー
ク
な

一
な

「
ひ
と
ふ
み
箋
」
や
平
和
ボ
ー

取
組
を
始
め
ま
し
た
。
ピ
ー
ス
メ

一
ル
ベ
ン
も
大
好
評
で
す
。

今
後
、

モ
用
紙
を
作
っ
た
の
で
す
。
こ
れ

一
様
々
な
集
会
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、

は
、

す
べ
て
の
人
に
平
和
を
告
げ

．
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
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ヽ
ヽ
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ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
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ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

固

＊
改
定
入
管
法
に
つ
い
て
の
学
習

会
が
各
地
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

私
も
各
地
に
呼
ば
れ
て
話
し
て
い

ま
す
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
教

区
に
よ
っ
て
雰
囲
気
が
か
な
り
違

う
こ
と
に
気
が
付
き
、

驚
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

＊
外
国
籍
の
神
父
さ
ん
た
ち
は
、

ほ
と
ん
ど
が
永
住
資
格
ビ
ザ
を
取

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、

最
初
は
自

分
に
は
関
係
な
い
と
い
う
雰
囲
気

で
し
た
が
、

途
中
か
ら
関
係
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
急
に
熱
心
に
な


